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非扶秤バッチリアクターでのBZ(Belous

ov-Zhbotlnskii)反応において.化学反応波
の伝播に伴って流体力学的な流れが発生する

ことが最近発見された卜■)｡化学反応波と流
体力学的な流れの間に何らかの関係があるこ

とは明らかにされているが.流れの原因は解

明されていない｡この流れの原因を解明する

ことが本研究の目的である.そのためにはま

す空間的な流れの構造を明らかにすることが

必要である｡本報告では.複数点での観測に

より化学反応波の伝輔に伴う流体力学的なグ

ローバルな流れの計柵を行なった.

我々の用いたBZ溶液の組成をTablelに
示す｡この組成でBZ溶液は準安定状態にあ

り,化学反応を起こすためには外部からの刺

激が必要である｡すなわちこのような組成で

は.化学反応が始まる場所.時間等を制御す

ることが可能である｡兼敏では.化学反応の

触媒であるferroinを混合して1分30秒後.
容器の端から銀線で刺激することによって1

個のcircularwaveを発生させた｡一方.流

体力学的な涜れを可卸 ヒするため.0.5pbの
人工微粒子を溶液に混入させた｡レーサ光を

用射して搬微沈下でこの微粒子の助さを追跡

することにより.放れを計沸した｡直径7C■
のガラス穀円形容器と,2czIX7cAのアクリル

戟角形容器を用い,顕微鏡の焦点を桐生する
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ことにより溶液表面と底部の流れの計測を行

なった｡溶液層の厚さは約0.85m,実験浪度
は23士0.5●Cである｡

円形容器での計測結果をFlg.1に示す｡溶

液表面での流れの様子である｡0印は観潮点
で.直線はその点での速度ベクトルを示す｡

また点線の円弧は化学反応波の位置を示す｡

全体的な傾向を見ると,流れの方向は化学反

応波の内側と外側で逆向きであり,流れは化

学反応波に向かっていることを示している｡

Table1ち-Z溶液の組成

NaBrO3 ~0.SSH

MA 0.12M

NaBr 0.06M

He.SO■ 0.35M

ferroin 0.COSH

0.5pALatex 0.01bl/5hl



｢カオスとその周辺｣

低部では表面とほぼ逆向きの流れになってい

る｡このことは以前の報告と一致する3)｡し

かし注意して見ると.反応開始後2分までは

全体が化学反応波の発生点に向かっているこ

とがわかる｡また,周囲の壁に沿った狭い境

域では,時間によらず中央付近と逆向きの流

れが発生している.これらのことは,今回新

たに発見された｡周囲の流れの速さは,新微

鏡の焦点を合わせることが困難なため定量的

な計測はできなかったが,中央付近と比戦す
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Fig.1円形容器での速度計測結果
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Fig.2推定される円形容器での流線ベクトル

Fig.3円形容器での流れの構造
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るとかなり速い｡また周囲では表面から底部

まで同じ方向に流れている｡このことから,

壁は流れの発生に何等かの関係があると思わ

れる｡ これら実験結果から.円形容器では

Flg.2のような流線ベクトルが推測される｡

さらに典型的な流れの柵道として,Fig.3に

示すような構造が推定される.実線,点線は

それぞれ表面,底面の流れを表わす｡すなわ

ち.化学反応汝の位置で沈み込むような垂直

方向の流れと.化学反応波に泊って周囲に向

かうような水平方向の流れがある｡

次に.角形容器での計測結果をFig.4に示

す｡表面では化学反応波に向かって流れるこ

と,周田では中央付近と逆向きに流れるとい

うことは円形容器と同じである｡しかし角形

容器では,速さは底部の方が遅くなっている

ものの.表面から底まで同じ向きに流れるこ

とが円形専務と異なる｡また定性的ではある

が.周囲の流速は円形容器より速い｡この現

象は容器の形状の違いか材質の違いか現時点

Dottolt

Fig.4角形容雅での速度計湘結果
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では不明であるが.容器の形状や材覚が流れ

に影響を与えていることは確かである｡

以上の実験結果から侍られたことを以下に

まとめる｡

1.流れは垂直方向の単純な2次元的な構造で

はなく.水平方向にも細道を持った3次元

的なものである｡

2.容器の壁に泊った狭い錦城には中央付近と

異なった流れがあり.壁は流れの発生に関

係している｡

3.流れは容器の形状や材質によってことなる｡
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